
金
部
古
蹟
志
巻
廿
五

を
立
て
た
れ
ど
、
遺
々
家
屋
を
段
ち
‘
今
は
畑
地
と
成
り
た
り
。

O
脅
山
氏
下
部
観
音
堂

砲
尾
記
に
一
民
ふ
。
青
山
氏
下
邸
陀
別
娃
あ
り
。
青
山
氏
の
組
盟
後
所

持
の
観
音
堂
あ
り
。
毎
年
三
月
十
八
日
・
七
月
十
八
日
は
観
音
祭
と

て
、
諸
人
参
拝
の
第
め
亭
内
へ
入
る
事
を
許
す
と
あ
り
。
陵
藩
の
際

堂
宇
共
に
段
ち
、
今
は
注
し
o

o---
社

町

元
総
九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
、
三
枇
町
と
あ
り
。
此
の
地
越

は
、
昔
は
三
位
村
の
地
内
に
て
、
三
枇
の
名
は
産
土
紳
の
批
鋭
よ
り

起
れ
り
。
今
世
人
此
の
地
建
を
ぽ
三
位
と
稀
し
、
或
は
三
位
韮
と
呼

べ
り
。

。
三
絃
村
跡

此
の
村
は
、
石
川
郡
戸
板
郷
内
の
一
村
に
て
、
往
昔
は
今
三
位
の
駐

畿
に
村
落
あ
り
し
か
ど
.
迫
々
町
地
と
成
り
て
、
町
家
を
建
て
、
遂

に
村
家
絶
え
た
り
と
い
へ
り
。
元
総
十
四
年
の
郷
村
名
義
抄
に
‘
此

の
村
に
=
一
一
舵
，
宮
あ
り
。
往
古
は
川
原
三
位
村
と
唱
候
へ

E
も
、
何
頃

よ
り
か
=
一
一
位
村
と
す
。

E
保
・
寛
文
・
貞
享
高
辻
艇
に
、
三
位
村
と
有
ν

之
。
と
あ
り
。
亀
尾
記
に
、
=
一
枇
村
は
今
磁
ら
や
揚
げ
地
と
成
り
て
、

明
一
脚
を
動
請
し
、
三
位
植
現
と
続
し
、
則
三
位
村
の
氏
紳
と
す
。
と

去
へ
り
。
常
光
寺
記
に
は
、
草
創
不
ν
群
。
往
古
は
石
川
郡
戸
板
郷
七

ク
村
の
民
紳
に
て
、
西
念
新
保
村
に
銀
座
、
後
蹟
岡
村
の
地
内
金
津

町
近
越
へ
移
蹄
す
。
是
今
の
枇
地
也
。
と
記
蛾
す
れ
ど
、
此
の
僻
訟

は
請
け
が
た
し
。
一
一
献
に
、
別
賞
常
光
寺
は
、
元
と
白
山
比
嘩
紳
祉

の
衆
徒
た
り
し
が
、
飢
世
の
頃
白
山
の
駐
借
共
悉
く
散
飢
せ
し
頃
此

の
地
漣
に
来
り
、
白
山
三
所
の
一
柳
鑑
を
ぽ
勤
務
し
て
居
住
せ
り
。
故

陀
白
山
三
枇
と
稀
し
、
村
名
を
も
三
位
村
と
呼
ペ
り
と
い
ふ
。
亀
尾

記
に
一
宮
ふ
。
三
社
常
光
寺
は
い
に
し
へ

E
剥
に
て
‘
今
の
洲
崎
屋
と

云
ふ
洗
湯
の
所
に
あ
り
て
、
鳥
居
は
玉
井
氏
の
邸
前
に
あ
り
し
と
云

ふ
。
正
徳
年
中
千
年
忌
の
時
は
、
産
子
地
東
は
困
番
橋
南
は
法
般
寺

町
の
庚
み
を
限
る
。
祭
紳
は
白
山
・
八
幡
・
春
日
の
三
位
也
と
ぞ
。
と
あ

り
。
平
吹
按
宇
る
に
、
常
光
寺
縁
起
に
も
‘
白
山
・
八
幡
・
春
日
の
三

紳
を
祭
れ
る
よ
し
記
載
し
、
.
和
漢
三
才
闘
舎
に
は
、
三
位
は
伊
勢
・
熊

野
・
春
日
也
と
載
せ
た
り
。
さ
れ
ど
貞
享
二
年
由
来
書
に
、
白
山
三
所

明
榊
を
勤
摘
し
、
三
位
機
現
と
続
す
と
あ
れ
ば
、
白
山
嶺
上
の
三
所

紳
鑑
を
勤
務
せ
し
と
と
著
明
・
な
り
。
嶺
上
の
三
所
跡
鍵
を
ぽ
‘
三
所

明
紳
と
も
三
所
櫛
現
と
も
稽
せ
り
。
白
山
蹄
頂
私
記
に
、
先
締
頂
の

金
滞
古
蹟
志
巻
廿
五

4

2

一O

村
高
は
南
民
間
に
附
属
し
て
裁
許
す
。
此
の
三
位
付
有
り
し
頃
の
農

民
の
子
孫
、
今
は
湯
涌
村
に
あ
り
。
と
い
へ
り
。
今
按
宇
る
に
、
三

位
の
村
高
南
蹟
岡
村
へ
附
属
し
、
還
に
三
枇
村
は
陵
村
に
成
り
た
る

も
の
也
。
但
し
共
の
年
暦
等
の
事
は
未
だ
鮮
か
怠
ら
宇
。
=
一
枇
村
の

邑
名
は
、
越
中
園
稿
波
郡
糸
岡
郷
内
に
五
枇
村
・
七
一
蹴
村
と
て
並
び

あ
り
。
此
の
村
名
と
同
意
た
り
と
い
ふ
ペ
し
。

O
三
絃
宮
前

枇
段
の
前
通
り
怠
る
町
を
ぽ
、
宮
，
前
と
町
名
に
呼
ぺ
り
。
宮
，
前
と

い
ふ
地
名
は
、
能
登
園
鹿
嶋
郡
熊
来
郷
内
に
宮
前
村
と
い
ふ
あ
り
。

此
の
村
は
、
延
菩
式
内
久
麻
加
夫
都
阿
良
加
志
比
古
紳
枇
の
枇
前
な

る
村
薄
紅
る
故
、
宮
前
村
と
呼
べ
り
。

O--一
祉
制
批

営
紳
駐
は
、
三
枇
華
七
百
除
戸
の
産
土
紳
也
。
従
前
は
三
位
の
宮
と

稀
し
、
天
台
宗
常
光
寺
別
蛍
持
の
祉
な
り
し
か
芝
、
一
脚
悌
混
稀
御
陵

止
に
付
き
、
明
治
二
年
別
賞
の
枇
倫
復
飾
し
て
紳
織
と
成
り
、
枇
続

を
三
枇
肺
祉
と
稀
し
、
同
五
年
十
一
月
村
枇
に
列
せ
ら
れ
た
り
。
蛍

枇
草
創
の
来
歴
は
、
奮
記
・
縁
起
等
停
来
せ
ざ
る
故
に
詳
か
な
る
事

知
れ
4
7
0

貞
享
二
年
由
来
寄
に
、
昔
養
老
二
年
泰
澄
法
師
白
山
一
一
一
所

心町一円ト益事晶、情
KEFfi--S・
J-ι

正
殿
・
第
二
越
南
地
・
第
三
別
山
大
行
事
小
白
山
、
巴
上
締
頂
の
三

位
、
三
所
檎
現
是
也
。
と
見
b
、
源
平
盛
衰
記
に
蛾
せ
た
る
木
骨
義

仲
の
白
山
願
書
に
も
‘
於
昌
三
州
之
馬
場
-
仰
=
感
臆
於
三
所
横
現
-
耳
。

と
あ
り
て
、
白
山
御
前
・
大
己
資
・
別
山
の
三
峰
の
紳
鍵
を
ぽ
=
一
所
櫨

現
と
白
山
記
に
も
載
せ
た
り
ο
ま
た
此
の
三
所
鍵
紳
を
ぽ
白
山
三
枇

と
も
呼
ぺ
り
。
故
に
白
山
宮
鮭
殿
様
中
記
録
K
.白
山
三
位
之
紳
輿
御

進
裂
云
々
。
ま
た
三
宮
古
記
に
‘
白
山
三
批
祭
或
は
三
枇
臨
時
祭
な

ど
L
も
見
h
た
り
。
源
平
盛
衰
記
に
、
別
宮
・
佐
羅
・
中
宮
三
一
批
の
衆

徒
た
ど
い
ふ
事
見
ね
た
れ
ど
‘
此
の
三
枇
は
ま
た
異
・
な
り
。
但
し
是

も
白
山
の
撮
一
位
左
り
。
然
る
を
三
位
村
の
三
駐
は
、
白
山
・
八
幡
・
春

門
旬
以
山
或
は
伊
勢
・
熊
野
・
春
日
の
三
脚
を
肥
れ
る
た

εい
へ
る
も
の
は
、

皆
後
世
の
附
舎
の
設
に
て
、
取
る
に
足
ら
4
1
0

貞
享
以
後
に
い
ひ
出

し
た
る
妄
誕
な
る
事
い
ち
じ
る
し
。
今
は
卸
ち
白
山
三
枇
紳
鍵
と
は

友
し
た
り
。

O
三
社
常
光
寺
鹿
跡

天
台
宗
に
て
、
三
一
舵
白
山
の
別
賞
也
。
亀
尾
記
に
‘
常
光
寺
は
古
へ

E
剰
に

τ、
今
の
洲
崎
屋
と
云
ふ
洗
湯
の
所
に
あ
り
と
い
へ
り
。
右

洲
崎
屋
と
い
ふ
は
、
三
位
町
風
島
屋
の
邸
地
を
い
へ
る
た
る
べ
し
l




